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１－２４　付属部材加工図

鋼板製付属部材の接続および加工方法  　１）

  　２）

  　３）

  　４）

  　５）

アルミ製付属部材の接続方法（ジョイント材使用）

通気土台水切（防鼠あり）の加工方法

通気土台水切（防鼠なし）の加工方法

中間水切の接続および加工方法

１－２３　各部の基本納まり図

　１６）　その他

　 ⑥高さ１６ｍを超える場合の施工方法

　 ●通気金具ＳＰの場合は、左右接合部は横ズレ防止金具を使用して図のように納めます。

　 ●６尺品をロング金具で施工する場合は、６尺品用の通気ロング金具Ⅱ(JEL870S)を使用します。

　 ●通気ロング金具Ⅱの場合は、左右接合部は横ズレ防止金具を使用して図のように納めます。

　 ●出隅部は出隅部用金具ではなく、一般部用通気留付金具または出隅の寸法にあわせて切断した通気ロング

　 　 金具Ⅱを使用します。内寸７０・７５㎜の同質出隅は、出隅の寸法にあわせて切断した通気ロング金具Ⅱを

　 　 使用します。
　

専用ビス

通気留付金具ＳＰ

専用ビス

横ズレ防止金具
（KN50）

モエン（６尺品）

木材、合板等（厚9～10㎜）

通気ロング金具Ⅱ

専用ビス

横ズレ防止金具
（KN50）

木材、合板等（厚9～10㎜）

　 ■通気留付金具ＳＰの施工 　 ■通気ロング金具Ⅱの施工

専用ビス

1820

モエン四方合いじゃくり目地

緩衝目地接合部＠１５ｍ以内

緩衝目地接合部

緩衝目地部：シーリング目地

：シーリング目地を示す

シーリング目地

緩衝目地接合部＠１５ｍ以内

※ハットジョイナーを455㎜以下の間隔で留め付け

1820

　 ⑦大面積部への施工（四方合いじゃくり品）

　 ●水平方向に連続する壁面が長い建築物に

　　　四方合いじゃくり品を施工する場合は緩衝

　　　目地処理として、１５m以内毎にシーリング

　　　目地を設け、横ずれ防止のためハットジョイ

　　　ナーを４５５㎜以下の間隔で釘またはビス

　　　で留め付けてください。

１５m以上

１５ｍ以内１５ｍ以内毎




